上田信著『シナ海域　蜃気楼王国の興亡』（講談社、二〇一三年） (日本中世史特集号) by 蔵持 重裕 et al.





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－  228  －－  228  －
上
田
信
　
著
『
シ
ナ
海
域
　
蜃
気
楼
王
国
の
興
亡
』（
蔵
持
）
国
も
共
に
、海
の
自
由
さ
4
4
4
4
4
に
勝
て
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
国
家
の
特
性
と
し
て
の
一
権
力
の
下
で
の
民
へ
の
平
等
の
強
制
＝
拘
束
、
の
海
上
で
の
不
可
能
性
と
把
握
し
て
お
き
た
い
。
　
本
書
は
視
点
を
変
え
る
と
、「
倭
寇
」
の
目
か
ら
の
書
」
と
言
っ
て
も
良
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
見
方
を
す
れ
ば
、「
倭
寇
」
を
陸
の
王
国
が
線
引
を
し
て
切
り
捨
て
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
こ
れ
も
、
視
点
を
変
え
る
と
、「
倭
寇
」
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
、
そ
の
存
在
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
諸
英
雄
は
そ
の
狭
間
に
生
き
た
。
と
す
れ
ば
、
近
世
は
、
陸
の
農
業
生
産
の
安
定
と
、
人
民
が
暴
力
的
な
問
題
解
決
と
闘
技
的
文
化
の
過
剰
に
飽
い
た
状
況
の
中
で
、
こ
れ
を
統
制
で
き
る
統
一
政
権
に
、
権
力
に
被
統
治
者
へ
の
平
等
性
を
委
託
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
で
は
、
と
考
え
る
卑
見
を
、
歴
史
学
が
人
物
を
描
く
難
し
さ
に
果
敢
に
兆
ま
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
以
上
、
日
本
中
世
の
村
の
姿
を
追
う
小
学
徒
に
は
扱
い
か
ね
る
ス
ケ
ー
ル
で
、
見
当
外
れ
の
感
想
に
な
っ
た
と
危
惧
す
る
が
、
あ
え
て
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
本
学
名
誉
教
授
）
